
 

 

 

№89 平成 25 年 11 月号 

  

 
 

                   

○ きのこの香り(８) 

○ 野鳥の世界(ハイタカ) 

○ 紅  葉 

  ○ 研修会のご案内 

  ○ お知らせ･ご案内 

   

        

 

 

 

  広島県緑化センター･広島県立広島緑化植物公園 
〒732-0036 広島市東区福田町 166-2 

TEL 082-899-2811  FAX 082-899-2843 
URL http://ryokka-c.jp  E-mail hiroshima@ryokka-c. jp

正面入口東屋 紅葉 

       

     

11月は休園日なしです。 



     

No.8 カラスタケ（烏 茸） 

4月から、特徴のある香りを持ったきのこをとりあげています。 

8回目はカラスタケです。 

ヒジキのような匂いがあり、乾燥するとよ

りいっそう強い匂いになります。 

夏～秋、針・広葉樹林の地上に発生します。

マイタケのような形で大型ですが、青みを帯

びた紺色～濃い藍黒色で、ほとんど黒色に見

えることがあります。 

カラスタケという名は、この色合いがカラ

スに似ていることからつけられたようです。 

一枚一枚の傘はへら状～扇型で表面はなめらかです。傘の裏は灰黒色～灰青色で

低いしわひだ状になっています。肉は薄く肉質は弾力に富んでいます。食用になり

ます。独特の匂いが気になりますが、湯がいたあとで油炒めやピクルスなどが合い

ます。 

ボタンイボタケなどのイボタケの仲間のきのこが腐ると同じような色形になるの

で注意が必要です。ボタンイボタケは硬くて食べられません。（川上） 

 

  

ハイタカ  

ワシ、タカの仲間ですが出会うことの少ない鳥です。 

広い空間と見通しの良い疎林の横枝にとまって、小鳥や小

動物が出てくるのを待ち構えて狙う、待伏せ猟をする中型の

猛禽です。英名でスパロウホークと呼ばれ、スズメタカの名の

ように主な餌がスズメサイズの小鳥のようです。 

行動は素早く、上空を旋回している時くらいしかその姿を見

るチャンスはありません。 

緑化センターでは時折小鳥を狙っているのを見ることがあり

ます。小鳥が集って餌を食べる、少し開けた所を旋回し、見つ

けると、林の中を抜けて跳びかかります。スピードも直線的で

瞬間勝負です。狙われている小鳥は数羽で群れているので、

いち早く気配を察知した個体が危険を知らせるのでしょう。 

成功した例を見た事はありません。失敗したらスピードを落とし、ゆっくり上昇し旋回しな

がら離れていくパターンが多く、姿が見られるのはそんな時です。 

普段見られないタカを見つけるコツは、タカがいそうな林を、小鳥の動作と一緒に見る

習慣をつけることです。見つける準備を忘れずに探しましょう。センターではツミ、ハイタ

カ、ノスリ、オオタカ、ハヤブサ、ハチクマなどの確認例があります。（吉見） 

ハイタカ 

カラスタケ 

 



 

 

異常高温の夏でしたが、園内のカエデは葉が生き生きしており、これからの気温

の変化次第では、近年にない紅葉を楽しめそうです。 

三段峡、帝釈峡や宮島も木の状態が良く、シーズンが楽しみです。 

園内で目を引くのは県下一のオオモミジです。 

樹高11.0m、幹周4.6m（4分裂幹周総和）のこの

オオモミジは形もよく天然記念物級として眺めて

います。他に樹高10.0m、幹周1.2～1.6m級のオ

オモミジが 4本あります。 

オオモミジはカエデ科カエデ属の落葉高木で、

北海道（中部以南）、本州（主として太平洋側）四

国、九州に分布している日本固有種です。別名ヒ

ロハモミジと言い、イロハモミジに比べて葉がやや

大型で広く、切れ込みが少し浅いのが特徴です。 

葉は単鋸歯で、イロハモミジの重鋸歯と違います。

葉の切れ込み数は、5・7・9裂で、7裂が普通で

す。 

一般に樹木で日本一とか県下一というのは、幹

周の大きさで言い、樹高、樹齢の順位は樹高が○

○m樹齢が○○年とします。 

オオモミジの天然記念物は数本あり、東城町指

定天然記念物東城町大古屋の幹周 3.25m、樹高

15.0m、推定樹齢300年。庄原市指定天然記念物

帝釈宇山の根回り周3.72m、樹高15.0m。新居浜

市指定天然記念物南光院南の幹周 3.12m、樹高

18.0m、推定樹齢300年。高崎市指定天然記念物

浅間神社のオオカエデ、幹周3.1m、樹高18.0m、

樹齢300年などがみられます。 

園内を彩るのは、早く紅葉を始めるサクラや、

ナナカマド、ベニマンサク、アメリカフウ、カイノキ、

ドウダンツツジ、ツタ(ナツズタ)などがあります。 

冷え込みが急で、朝晩の温度差が大きいほど、離層が早く出来るため鮮やかな色を

示します。光合成で出来た糖質が、冷え込みにより紅色のアントシアニンに変化して発

色すると紅葉、クロロフィルが退色してカロチノイドが優勢になると黄葉です。 

緑化センターでは、秋のお出かけキャンペーン、もみじ祭りなどイベントを用意して紅

葉と一緒に皆様をお待ちしています。(正本) 

 

 

管理棟前のオオモミジ 三本 

カイノキ 

ドウダンツツジ 

ドウダンツツジ 



 

○11月 1日（金）『平和大通りの樹木散策』   10:00～12:00 西区役所前 

西区役所前から平和公園の樹木を観察しよう             緑地帯 集合 
※受付終了                   講師：植物研究家    中塚 道則 

 

○11月 5日（火）『秋の写真教室』     10:00～12:00 学習室 集合 
紅葉の切取り方について指導を受けます     講師：二科会会員  宗岡 泰昭    
※カメラ持参 
 

○11月 8日(金)『11月の自然探勝』    10:00～12:00 管理事務所前 集合     

秋の森を観察しよう           講師：ＮＨＫ文化センター 
アシスタント 上村 恭子 
 

○11月 14日（木）『絵手紙体験教室』    10:00～12:00  学習室 集合 
大自然の紅葉を描こう 

※要予約(先着30名) 材料費300円     講師：日本絵手紙協会  

公認講師 香川 道子 

○11月 15日（金）『どんぐりクッキング』  10:00～12:00  学習室 集合 
食べようどんぐりまるごと体験    講師：日本シェアリングネイチャー協会 

※要予約、無料                     トレーナー  住吉 和子 
 

○11月 21日（木）『秋のバードウォッチング』9:00～12:00 管理事務所前 集合 

渡りの様子を観察しましょう       講師：日本鳥類保護連盟会員 吉見 良一 

 

 ○11月 30日（土）『おてんばお天気講座』  10:00～12:00 学習室 集合 

どうかいね 広島の冬         講師：お好みワイドひろしま 

気象予報士 勝丸 恭子  

 

♪☆お知らせ･ご案内☆♪ 

◎ 展示会のお知らせ        

展示場所：レストハウス  

   

 

 

 

自然素材の手作り籠作品展 
11月20日(水)～ 12月27日（金） 

 緑化センター紅葉スポットベスト10紹介 
11月1日(金)～ 11月24日（日） 

モーモーｱｰﾄ手作り作品展 

モーモーアート手作り作品展 
10月17日(木)～ 11月17日（日） 

 

◎ もみじ祭り 
11月2日(土)～24(日) 

  クイズラリー、写真展 

◎ もみじ祭りイベント レストハウス前 
11月10日(日) 10：00～15：00 

琴と笙曲、ネイチャーゲーム、 

フリーマーケット、草花販売など 

緑化写真コンクール 写真募集中！ 
応募期間 ～11月24(日) 

   


